
４．２年保育５歳児Ｓ児

忍久保武士

Ｓ児は２年保育児である。４歳児の時は、Ｔ児の言葉を受けて、他の友達とその言葉に

従いながら遊ぶことが多かった。Ｔ児に対するあこがれの気持ちもあり、嫌々でなく楽し

んで遊んでいたようである。進級してからは、教師やＢ児、Ｃ児、Ｄ児らとともにサッカ

ーをしていたが、思うようにボールをけることができないこともあり、キーパーをするこ

とが多かった。

５月２３日（火）事例１「ポールかしてくれん？」

いつもなら、園庭に５，６人が集まりサッカーをしているのだが、この曰は当番

活動のしいく隊やきゅうきゅう隊で時間がかかり、当番でなかったＣ児とＳ児だけ

がポールを蹴っていた。１つずつポールをもち、言葉を掛け合うわけでもなくドリ

ブルやシュートを黙々としていた。時には手でポールを投げ上げてそれを蹴るなど

技を磨いているようであった。そこへ、仕事を終えたＢ児、Ｄ児、Ｅ児がやってき

た。

Ｄ児「サッカーやろう！」（その場にいるみんなに対して）

Ｃ児とＳ児は答えるわけでもなくポールを蹴っていた。Ｂ児は、二人の様子を見

て自分もしたくなりポールを探しに行った。けれども、ポールはかごの中には残っ

てなかった。そこでＢ児はＳ児の所へ寄って行った。

｢ポール貸してくれん？」

｢そのポール、力画一し－て？」

児
児

Ｂ
Ｅ

Ｅ児もＢ児に続いて寄っていった。Ｄ児も近寄っていった。３人に寄ってこられ

たＳ児は下を向いて何も言えなかった。数秒後、Ｓ児は３人の顔をぱっと見回した。

そして、また下を向いて、

S児「・・・・．。やめた」

３人に聞こえるか聞こえない力､の声で言うと、ポールをふわっと上に投げて走っ

て行った。そして、赤士山で泥遊びをし始めた。

－７７－



＜かかわり＞

サッカー遊び
１「サッカーやろう 」Ｄ児

⑥ Ｓ児
２「ポールかして〈 れん？」Ｂ児

４「ソ/・・・。やめた」

(④`｢そのﾎﾟｰﾙか‐

見守るＩ

－－ｉ<⑭

し－て？」

５ボールを渡して泥遊び

(赤士山へ） ｂ

○社会的側面の学びの様相

学んだこと感じたこと直接体験

ドリブル、シュートの

練習をした

ポールを貸したくない

けど、どうしよう

何でぼくに言うんだよ

ポールを貸してと言わ

れた
相手に対する

悶々とした気

持ち
ポールを貸しても、ま

あ、いいかな

ポールを貸した

赤士山で泥遊びをしよ

う

赤士山に行った

－７８－



○ｓ児の育ちについて

Ｓ児は、普段からサッカーの上手な友達のプレーを観察し、自分もできるようになりた

いと思いドリブルやシュートの練習をしていた。３人からポールを貸してと頼まれ、どう

答えてよいかわからず困ってしまった。本当はポールを渡したくないという気持ちが、ボ

ールをふわっと上に投げて走っていったことから伺えるが、その気持ちを自分で言葉に表

して伝えることはできなかった。

○環境の構成について

進級して間もない４月、５月は、思いきり体を動かして遊ぶ楽しさを味わって欲しいと

願い、教師も幼児らと一緒にサッカーをして楽しい雰囲気をつくっていた。園生活に不安

を抱えながらも、教師が遊びの場に一緒にいるという安心感もあり、Ｓ児も毎日のように

サッカーをしていた。

○教師や友達のかかわりについて

教師は、３人の友達がかかわってきた時には遠くから見守ることを続けた。Ｂ児にポー

ルを貸してと言われても、サッカーの練習をしたいのでいやだとＳ児が表現することを教

師は願っていた。けれども、Ｓ児は自分の気持ちを言葉で表すことはできなかった。Ｓ児

が自分の気持ちを言葉で表していくために、もっと教師が寄り添い、時には言葉を代弁し

ていかなければならなかった。また、教師がその場に寄り添えなかったならば、Ｓ児が泥

遊びに移動したときに話を聞きながら悶々とした思いを共有していかなければならなかっ

た。

○今後に向けて

３人に言い寄られたときに、貸したくないという自分の気持ちを言葉で伝えなかっただ

けでなく、泣いたり、先生に言いに来たりすることもしなかった。教師がもっと寄り添い、

Ｓ児の悶々とした思いに共感しながら、自分の気持ちを言葉で表せるようにかかわってい

きたい。また、Ｓ児がほぼ無条件でポールを渡したＢ児、Ｄ児、Ｅ児らとの関係を見てい

く必要も感じた。

－７９－



わくわくワールド（宿泊体験）にむけて生活グループを変更した。同質のグループにな

るように教師が意図的に編成した。自己主張の苦手なＳ児はＦ児、Ｇ児とともにオレンジ

グループである。

-10R佇めて０ ＤＤＣｏここ（□

,岑々、目分り REIの７こｃ

｣｜のま 【
】

３１，１テ

ヨは○○ 話し合い０，

のＱ１，回Ｆ１岸 話さす陰

，

□■【］

Ｂ児カミ言った⑥

-lはうＫ丘。、弟31,Ｆ

。この前の木曜上

，

ワ）面TＩ旬

獣JｒＨｍＣ
ロ－〃￣【_］

ヨー〃￣□

明円はうＭＩ２31,1帛

－８０－

戸

事例２「この前、みどりグループやった」６月２０日（火）



教師「そっか、わかったよ。じゃあ、今日はオレンジグループなんだね」

幼児らは口々に「いいよ」と言いながら、自分の弁当に目をやりだした。教師がオ

レンジグループに行くと、Ｓ児は嬉しそうに教師の食べる場所を空けてくれた。

＜かかわり＞

水色グループ
赤グループ

１「先生、こっちで食べて」

２「先生こつち来て」

「昨日オレンジで食べとつ

「じゃあ、明曰は水色グ

ループね」

｢先生、１回も赤グループ

来たこと

、 、一理一一網一
一
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
６
－
－
Ｉ
０
０
Ｉ
０
－

－
整
一
一
見
一

オレンジグループ

④
３｢この前みどりグループ

やったよ」
教師

○社会的側面の学びの様相

直接体験 感じたこと 学んだこと￣

･先生は今日はどのグルー

プだったかな

・この前、みどりグループ

で食べたはずだ

.水色グループにとばされ

る

．みんなに言おう

．みんなが聞いてくれた

･言って良かった

.先生と食べられるぞ

先生が座るグループの

話を聞いた

今日はどこのグループ

か考えた

言うべき時に

ちゃんと言っ

たら分かって

もらえるんだ

ということ

.「この前、みどりグルー

プやった」とみんなに

言った

言いたいこと

をみんなに伝

える伝え方

－８１－



○ｓ児の育ちについて

みんなが、今日はどのグループなのかを考え、話し合っているときに、Ｓ児とＦ児、Ｇ

児は静かに自分の弁当を見ていたことから、グループのメンバーで話し合えばどうにかな

るかもしれないという経験が少なかったことが伺える。今までは、だまってすぎてしまう

ところだったが、みんなの話しで水色グループになりそうになるのを聞いて、我慢せずに

言うことができた。Ｓ児の成長が見られて嬉しく思った。

○環境の構成について

１学期は、教師が意図的に仕組んだグループで弁当を食べている。Ｓ児、Ｆ児、Ｇ児の

オレンジグループは３人とも自己主張が苦手であり、この曰もＦ児、Ｇ児は、みんなに対

して何も言えなかった。そのため、他に頼る人もなく、我慢しきれなくなったＳ児が、自

分で言うことができたと思われる。￣

また、グループごとにテーブルで食べようとしていたため、みんなが固定された場に座

っていて誰も危害を加えてこないのが明白だったため、安心して思いを出すことにつなが

ったとも考えられる。＿～

○教師や友達のかかわりについて

最初､教師がどこで食べるのかが問題となったとき、全体の場で思いを出せない幼児も、

３，４人のグループでは自分の考えを言い合っている姿が見られたので、教師は幼児らの

自由な発言を聞き、整理をした。その中でオレンジグループだけが話し合いにもならなか

ったので気にしていた。最後まで、Ｆ児、Ｇ児はずっと自分の弁当を見ていて、教師がど

こで食べるか興味がないようだったことが、結果としてＳ児に自分で言う決断をきせたの

だろう。Ｓ児が全体の場で意見を言えたことに対しての教師の評価が足りなかった。また、

先生がどこで食べるかという根本的な解決にはなっておらず、そこまで考えさせる切り返

しが必要であった。

○今後に向けて

Ｓ児がグループや全体の場で発言することは今までほとんど無かった。今後も思ったり

考えたりしたことをみんなの前で言わせ、それによってみんなの思考が深まったり、問題

が解決できたりしたことを周りの幼児に伝え、Ｓ児のよさを認めていく。

－８２－



事例３「ぼくが見つけた。絶対欲しい」 ９月２９日（木）

天気もよかったので幼児らは外へ出て虫とりをしていた。しばらくして、Ｓ児が虫

とり網を片手に勢いよく担任に向かって走ってきた。

｢先生、ぼくのかまきりが・・・」

｢・・・」（何があったのという様子でしゃがんでＳ児と、目を合わせた）

｢ぼくの見つけたかまきりを、Ｃ児がとっていって・・・」

｢ほんとはぼくのだったのに・・・」

Ｓ児

教師

Ｓ児

Ｓ児

見ると、Ｃ児は両手を閉じて必死にかまきりを逃がさないようにしていた。友達の

話も耳に入らず、かまきりに夢中なようだった。教師は事情を聞こうとＳ児と一緒に
近寄った。

｢Ｃ児がＳ児のかまきりをとってあげるって言ってとっていった」

｢そうや。Ｃ児はＳ児にとってあげるって言ってたんや。なのに、つかまえ

たら、俺のもんって言って持っていったんや」

「・・・」（とにかくかまきりに夢中な様子だった）

Ｑ児

Ｌ児

Ｃ児

Ｃ児は依然かまきりに夢中である。教師は発見者が誰なのか、Ｃ児がＳ児にとって

あげるという約束をしたのかについて確認した｡教師との話の間中もＣ児は下を向い

たままである。ｓ児はそんなｃ児の様子をじっと見ていた。すかさずＱ児が教師に向
かって言った。

｢Ｃ児ズルイねえ。Ｓ児に返さんなんねえ」

｢Ｃ児〈んはずるいと思う？」

｢うん」（手に持ったかまきりを見て）

｢そっか、Ｃ児〈んもズルイことをしたと思っているんだ」

Ｑ児

教師

Ｃ児

教師

｢でも、ひょっとして、かまきりほしいんだ？」

｢うん」（その言葉を聞き、Ｓ児が心配そうな顔になる）

｢Ｓ児〈んは、どう？」

｢ぼくが見つけた。絶対欲しい」（真剣に教師を見て答えた）

教師

Ｃ児

教師

Ｓ児

教師はＳ児の返事を聞き、その真剣な顔を見ながら頷いた。そして、

教師「Ｃ児〈んは、そのかまきりどうする？」

Ｃ児は、しばらくかまきりと両手で触れ合った後、顔を上げて教師を見ていった。

－８３－



Ｃ児「返す」

Ｓ児はＣ児からかまきりを受け取ると大事そうに両手で持った。Ｓ児の様子を見て

Ｑ児は走って材料コーナーに行き、空き箱を持ってきてｓ児に渡していた。

くかかわり＞

１かまきり発見２「おれ、とってやる」

Ｓ児Ｃ児 ９「Ｃ児ちゃんズルいね。

Ｓ児〈んに返さんなん北 」

じゃ

の？」
７「Ｓ児〈ん７Ni見つけたの

、

６「なのに､捕まえたらおれの

もんって・・・」
【】

。X5Tモ

向き合う場の設定
、

1霊
８「とってあげるって言った

のに、とっちゃったんだ」

１１「そのかまきＩ)どうする？」

教師

○社会的側面の学びの様相

感じたこと 学んだこと直接体験

僕が見つけたのに約束

と違うぞ

Ｃ児がかまきりを持っ

ていった

先生に言いに行った 困った。先生に言いに

行こう

友達が味方してくれた

ぞ

先生がＣ児に話してく

れるのを聞いた

友達関係のこと

でも、困ったこ

とは先生に言っ

ていいんだ

どうしてもかまきりが

欲しい

先生に絶対欲しいと言

った

･返してもらえてよかったＣ児が返してくれた

－８４－



○ｓ児の育ちについて

今までは、言いたいことがあっても面と向かって言えなかったが、今回は一人で教師の

所へ来て、目を見て訴えることができた。Ｌ児やＯ児の存在もあり、話し合いの場でもＳ

児はＣ児を見ながら話を聞くことができた。Ｃ児が欲しいと言ったのを聞き多少不安には

なったが「絶対欲しい」と相手に譲らずに、自分の気持ちを言うことができた。

○環境の構成について

自分の話を最後まで聞き、Ｃ児と向き合う場にも後ろ盾になってくれた教師の存在があ

ることで、Ｓ児は自分の思いを出すことができたのだろう。Ｓ児のように、他児に自分の

思いを直接伝えられない幼児にも、共感したり支えてくれたりする教師（や友達）が側に

いるということが重要である。

○教師や友達のかかわりについて

これまで教師に対して何か訴えたいことがあっても、面と向かって話すことができなか

ったＳ児だが、この事例の時には、真剣に教師を見て訴えていた。その様子を知ってか、

Ｌ児やＯ児らが近寄ってきたので話し合いの場に二人も加えた。教師はＳ児が最後までＣ

児との会話に向き合えるようにと一問一答形式でのやりとりをしながら､整理していった。

○今後に向けて

５歳のこの時期としては、「ぼくが最初に見つ

けた。絶対欲しい」というＳ児の自己表出は、表

現力としては物足りないかもしれないが、今後、

このような場面に出くわしたときに自分の言葉で

解決していけるように、友達との関係を丁寧に見

ていく。 一

．脚浪i覇戻鰯薦
団遥一之
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mILIIJI
事例４ 「おれも、やりたいんやけど」１１月３０曰（木）



＜かかわり＞

家をつくった仲間 １家に入ろうとする
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５「お願いしたら？」

○社会的側面の学びの様相

直接体験 感じたこと 学んだこと

家に入ろうとしたが、

Ｃ児に断られた

おれは入ったらだめな

んだ

仲間に入っているはず

だったのに

Ｍ児は僕の気持

ちを分かって

くれていい人

だな（信頼感）

う－ん、お願いしよう

かな

教師にお願いしたら

と、勧められる

Ｍ児にお願いした Ｍ児がみんなに聞いて

くれたぞ

家に入れてもらえた
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○ｓ児の育ちについて

Ｓ児の最初の返事から、Ｓ児は友達とイメージがずれたまま、同じ場で遊んでいたこと

が分かる。一緒に遊んでいるつもりだったＣ児から断られてしまったとき、今までならす

ぐに別の場へ行ってしまっていたＳ児だったが、今回はその場で悩む姿が見られた。Ｃ児

に「自分も寝たい』という気持ちを上手く伝えられず、「入ってなかったよ」と言われた後

にどう言えばよいか戸惑ってしまったが､他の友達の仲立ちで同じ場で遊ぶことが出来た。

○環境の構成について

数曰前まで園全体を使ってお店ごっこを行っていた。その時の経験から、迷路コーナー

でもどんどん仕掛けをつくって改良しようとする姿が見られていた。そこで、前曰から改

良しながらつくった迷路をかたづけずに残しておいた。同じ場で遊んでいると思っていた

Ｓ児と、ざらに迷路をおもしろくしようと場をつくっているＢ児、Ｃ児、Ｍ児とでは、空

間は共有していても思いのズレが生じていた。

○教師や友達のかかわりについて

一緒に遊んでいるつもりだったＣ児から「入ってなかったよ」と言われ、戸惑ってしま

っているＳ児を見て、教師は他の３人との思いがずれていると感じ、Ｓ児に声をかけた。

Ｓ児の思いを他の３人にも聞いてもらうことで、幼児ら同士で思いのズレに気づいて欲し

いと思った。実際には、Ｍ児が仲介役となりＳ児の思いを代弁してくれたことでＳ児が遊

びの場に戻ることができた。教師はＭ児のかかわりを評価すべきであった。また、いつも

Ｂ児にお伺いを立てている友達関係の構図については、もう少し様子を見ていかなければ

ならない。

○今後に向けて

今回、Ｓ児の思いを代弁し仲をとり

もってくれたＭ児との関係を見ていく。

また、これまでＳ児が関心をもっていた

Ｂ児、Ｃ児との関係を継続して見ていく。

－８８－



Ｏ児、Ｓ咋計、ＱＩＦＷ ５か0

奴吠方泄＜、目分の武器で栂'

－８９－

iLilTJTI
Ｌ児、Ｑ児のもとへＯ児、Ｓ児が戻り、自分のつくった武器でたたかいごっこが再

開された。４人とも敵味方無く、自分の武器で技を繰り出しながらたたかっている。

Ｌ児「サンダースペシウムアタック」

Ｓ児「力 ￣ ン」

Ｌ

事例５－１ 「Ｏ児、ちょっと当ててみ」１２月１１曰（月）
可

事例５－２「強え－」１２月１１曰（月）



「ドラゴントリプルクラッシュ」

「キーン」

「あっ、おれの壊れた。ちょっとタイム。おれ、直してくるわ」

「(おれの剣）強え－．また、ここで跳ね返した」（剣を大事に見直しながら）
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４人とも、武器が壊れたら製作コーナーへ行って修理をし、またたたかいの場にもどっ

てくるという繰り返しで、かたづけの時間になるまでたたかいごっこを続けていた。

－９０－

三
事例５－３「ぼくがつくったハンマーを見て下さい」１２月11曰（月）



＜かかわり＞

１戦いごっこ
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２１武器を修理・改良

３１クラスのみんなに紹介
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○社会的側面の学びの様相

直接体験 感じたこと 学んだことL－－

剣をつくった

４人でたたかいごっこ

をした

よし、できた剣でたた

かうぞ

つくった武器が壊れた

Ｏ児と修理した

せっかくつくった剣が

壊れてしまったぞ

修理してもっと強い剣

にしよう

強い剣ができたぞ 二人で武器をつく

り上げた満足感

．もう一度たたかいごっ

こにいくぞ

.おれのつくった武器は

強いぞ

もう一度たたかいごっ

こに行った

Ｑ児の攻撃を跳ね返し

た

友達と一緒なら、

みんなに伝えるこ

とができた自信

･牛乳タイムでみんなに

見せた

.Ｏ児が言うのなら、ぼ

くも言おうかな

．みんなが見てくれたぞ
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○ｓ児の育ちについて

自分の思いを伝えることが苦手で、これまで遊びの中で悲しい思いをすることも時折見

られた。今回の事例では、Ｌ児、Ｑ児、Ｏ児とたくざんの言葉を交わしながらたたかいご

っこをしたり、つくったりし、四人だけの雰囲気の中で遊び込んでいた。最初に偶然Ｏ児

と同じタイミングで武器が壊れ、二人一緒に修理の場に居合わせたことで、Ｏ児と二人だ

けのかかわりがうまれた。Ｓ児は今まで自分から牛乳タイムで発表することはなかったが、

Ｏ児と一緒なら言ってみようという意欲につながったのだろう。

○環境の構成について±

遊びの途中でも修理したり改良したりと遊びのイメージを膨らませる材料が用意してあ

る製作コーナーを設置していた。そのため、同じように壊れて修理することになったＯ児

との間に仲間意識がうまれたのだろう。

毎曰、牛乳を飲むときに、その曰に起こった出来事やつくった製作物などを発表する時

間を設けていたことで、日頃思いを出すのが苦手なＳ児やＯ児も、安心して伝えてみよう

と思ったのだろう。

○教師や友達のかかわりについて

本事例では、４人がたたかいごっこという同じイメージでつくったり、たたかったりし、

その４人にしか入り込めない雰囲気で遊んでいたため、そばにいて教師は見守ることにし

た。この４人の中には、たたかいの途中でも自由に出たり入ったりできる信頼感ができて

いたことが伺える。特にＯ児との間には、言葉を発しなくても体で話しているかのように

しながら武器の修理をしていた。二人でつくったそれぞれの武器にも特別の思いがうまれ

た。このことで二人の間に信頼感のようなものがうまれ、牛乳タイムでも二人一緒なら発

表してもいいかなという意欲につながったのだろう。

○今後に向けて

お互いにみんなの前で発表することが苦手なＳ児

とＯ児だが、言葉をあまり交わざなくても思いが通

じ合う二人の関係を追っていく。その中で、今回の

ように、二人一緒にでも他の友達に自分の思いを発

しようとしているときには、必要に応じて援助した

り評価したりしていく。
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事例６「いいよ。・・・も つ と、弱気でやらんけ？」２月２０曰（火）



＜かかわり＞

１たたかいごっこ
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見守る
、

○社会的側面の学びの様相

感じたこと 学んだこと直接体験

剣のたたかいごっこも

楽しい

とても痛いよ

保健室に行こう

みんなといっしょに遊

びたいな

･剣でたたかいごっこを

した

･剣が手に当たった

．保育室から出て行こう

とした

．引き返した

.痛くても自分の思

いを自分で言わな

いと伝わらない

．Ｌ児は痛い気持ちを分

かってくれた

．Ｌ児を許してあげよう

友達が心配してくれた

Ｌ児が謝ってくれた

弱くしたら、ぼくだっ

て痛くないのに

弱気でやろうと提案し

た

友達の思いやりこれでたたかいごっこ

が続けられるぞ

Ｐ児やＬ児が思いを分

かってくれた
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○ｓ児の育ちについて

今までは、楽しく遊んでいてもイヤなことや困ったことがあると、別の場へ楽しい遊び

を見つけにいくことが多かった。本事例では、剣が手に当たって痛い思いをしたが、たた

かいの場を離れず、どうにかたたかいごっこを続けようとする姿が見られた。さらに、「ち

ょっとタイム」と遊びを中断する言葉をかけられたことで、Ｐ児やＬ児に自分の思いを聞

いてもらえる場をつくることができた。大好きな友達ともっと遊びたいという気持ちと、

Ｐ児やＬ児がＳ児を心配し気持ちを察して謝ってくれたことで、Ｓ児は自分なりの考えを
伝えることが出来た。

○環境の構成について

表現会で使った衣装や道具などを誰でも使えるように保育室に用意しておいた。友達の

劇を見たことで、別の劇をした幼児があこがれを抱き、遊びのイメージがふくらんでいっ

たのだと思われる。それまでのたたかいごっこでは、やっつける方がかっこいいという考

えがほとんどだったが、表現会で上手にやられる演技が見られたことで、倒れ方ややられ

方にもスポットが当てられるようになった。

○教師や友達のかかわりについて

Ｌ児、Ｐ児とＳ児は、室内の遊びが中心となった２学期後半頃から製作をしたり、たた

かいごっこをしたりして遊ぶことが多かった。表現会が終わってからも勇者やモンスター

の衣装をつけ劇遊びを楽しんでいた。教師は今回、そばにいて一部始終を見ていた。この

曰は、３人の関係を見守ることにした。このＰ児、Ｌ児との三人での遊びだからこそ、Ｓ

児はもっと遊びたいとたたかいの場を離れなかったり、騒然としたたたかいの最中に勇気

を出してタイムの声をかけたりすることが出来たのだろう。さらにＬ児は、Ｓ児がとても

痛がっている様子を見て、ちょっと強すぎたかなと判断し、心配したり謝ったりした。こ

のことが、Ｓ児にとっては気持ちを受け入れてもらえた安心感につながった。さらに、こ

のメンバーで気持ちを伝えながら一緒に遊びたいという思いにもさせたのだろう。

○今後に向けて

Ｓ児は３学期になって、友達との思いにズレが生じても違いを受け入れてくれる友達の

存在を知り、安心して遊びを続けられるようになった。今後Ｍ､学校に向け、具体的な事

例を通しながらＳ児の育ちを見守っていきたい。

－９５－
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＜－年を振り返って＞

（１）ｓ児の社会的側面の「学んだこと」と育ちについて

・進級時、Ｓ児は自分の思いを相手に伝えられず、困ったことがあるとその場からいな

くなってしまったり、譲りたくない物でも相手に譲ってしまったりしていた。そのた

め、「相手に対する悶々とした気持ちをもつ経験」をすることが多かった。そこで、

Ｓ児が友達とかかわる時には、教師は言葉を補ったり、後ろ盾になったりしてきた。

その中でＳ児は、「言いたいことを伝える伝え方」を学び「伝えることができた自信」

をつけてきた。それらは、遊びの中で「仲の良い友達に自分の思いを伝える」という

姿につながっていった。遊びの中で自分の思いを伝えることをくり返し学んでいくこ

とで、さらに自信がつき、集団の中で自分を出していけるようになった。例えば、牛

乳タイムの中で、決まりきった言い方ではあるが、「友達と一緒にみんなに伝えるこ

と」ができたことである。さらには、遊びの中で困ったことが起きてもその場から離

れず、友達に気持ちを伝え「言いにくいことでも相手に伝えなければならない大切さ」

を学ぶことができたと考える。

（２）学びを支える環境の構成と教師や友達のかかわりについて

○環境の構成について

.Ｓ児のように思いを出すのが苦手な幼児は、友達とのトラブルにもならず、不満を抱

えて生活していることが多い。そのような幼児には、教師との楽しい共通体験と、教

師がいる安心感が大切であることが再確認できた。教師は一緒になって毎曰のように

サッカーなどをして遊び、楽しい雰囲気をつくってきた。また、牛乳タイムという自

分の思いを発表する場で、教師も一緒になって友達の話を聞き、何を言っても受け入

れてもらえる雰囲気をつくってきた。Ｓ児にとっても、もちろん物的環境をないがし

ろには出来ないが、まずは安心して園生活を送れる環境を構成していくことが大切で

ある。

○教師や友達のかかわりについて

・事例ｌ，２のように教師が見守っていただけでは、Ｓ児の思いを引き出せなかった。

教師が共感したり、思いを代弁したり、言葉を補ったりというかかわりがＳ児にとっ

て足りなかった。そのような中で、Ｓ児が思いを出せるようになってきたのは、教師

との間に少しずつ信頼感ができてきたこともあるが、仲の良い友達がＳ児の思いを汲

み取ってかかわってくれたのが大きい。自分の思いを分かってくれるという安心感や

思いが伝わった嬉しさが、Ｓ児の思いを伝えようとする意欲につながっていた。
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